
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
 

平成２４年５月２８日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
シリア北西部エル・ルージュ盆地のテル・ケル・ケルク遺跡で検出された西アジア最古の屋外

型共同墓地から出土した約 240 体の人骨を対象として、考古学的および自然科学的な研究を実

施した。これらの資料に基づき当時の人々の社会生活、精神生活を復元するとともに、西アジ

アの埋葬史の中にこの墓地を位置づけ、紀元前 6500 年頃の土器新石器時代中葉に墓地が成立

する社会的意味を、農耕牧畜経済の進展と人骨を用いた祖先崇拝儀礼の衰退に関連づけた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
About 240 human individuals were discovered in the first outdoor cemetery at Tell 
el-Kerkh, in the Rouj Basin, northwest Syria. We undertook archaeological and natural 
scientific analysis of these burials and reconstructed the social and spiritual lives of the 
people from the Kerkh Pottery Neolithic society. We were able to place the burials within 
the chronological history of funeral practices in West Asia. The appearance of outdoor 
cemeteries in the middle Pottery Neolithic period around 6500 BC was probably connected 
with both the development of a food-producing economy and a decline in the use of human 
bones in ancestor worship. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００９年度 3,900,000 1,170,000 5,070,000 

２０１０年度 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

２０１１年度 4,100,000 1,230,000 5,330,000 

年度    

  年度    

総 計 11,500,000 3,450,000 14,950,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：史学、考古学 
キーワード：西アジア、新石器時代、墓地、葬送、親族構造 
 
１． 研究開始当初の背景 
西アジアの土器新石器時代の遺跡からは、

その前後の遺跡と比較して墓や埋葬の検出
例（特に成人の墓）が乏しく、同時代の葬送

習慣とその実態は不明のままに推移してき
た。しかしながら、研究代表者が調査を継続
してきたシリア北西部のエル・ルージュ盆地
に所在するテル・エル・ケルク遺跡の 2007
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年度の発掘調査で、紀元前 6500 年に遡る土
器新石器時代の墓地が検出された。その後こ
の墓地からは本研究申請の時点までで 87 体
（2010 年度調査までで 241 体）もの人骨が
出土しており、これまでに判明している屋外
型の本格的な墓地としては西アジアで最も
古く、世界史的に見ても最古の墓地と考えら
れた。 

  発見されたケルク新石器時代墓地 
 
２． 研究の目的 

テル・エル・ケルクの土器新石器時代墓地
から得られた資料を多角的に研究すること
で、食性や婚姻関係、社会ランクといった社
会生活の実態に関わることから、信仰や葬送、
他界観、火葬の意味などといった精神生活に
関することまで、西アジア新石器時代の人々
についての多様で貴重な手掛かりが得られ
るものと思われた。本研究では、考古学的な
研究と人骨を対象とした自然科学的な研究
を実施し当時の人々の社会生活、精神生活を
解明するとともに、西アジアの埋葬史の中に
この墓地を位置づけ墓地が成立する意味を
正しく理解することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究は次の 2つの分野の研究で構成した。 

（１）西アジアの埋葬に関わる考古学的研究 
西アジアの埋葬史の中にテル・エル・ケル

クの墓地を正しく位置づけるために、これま
で同地域で発見されてきた埋葬にかかわる
様々な遺構を集成し、その変遷と社会的背景
を理解するための研究を行った。集成したの
は、西アジアにおいて墓と考えられる埋葬が
登場する中期旧石器時代から、後期旧石器時
代、旧石器時代終末期、先土器新石器時代
A,B 期、土器新石器時代、そしてその後の銅
石器時代までの全ての埋葬と、葬送儀礼に関
わると想定される様々な遺構のうち考古学
的に確実と思われる資料である。またテル・
エル・ケルクの墓地で検出された墓１基１
基についての膨大なデータを整理研究して、
被葬者と墓の形態や副葬品などの関係につ
いて明らかにした。この研究の目的は、単
に埋葬に関する物質的な属性を並べたてる
ことにるのではなく、その背後に存在する
はずの人々の信仰や葬送観念といった精神
生活の推移を解明することを目的とした。 

（２）出土した人骨に対する自然科学的分析
と研究 
テル・エル・ケルク遺跡の墓地から出土し

た人骨について、現地での形質人類学的研究
と、出土人骨の第 3 臼歯をはじめとする歯や
長骨の一部を日本に持ち帰って年代測定と
アイソトープ分析を実施した。本研究では
241 体の人骨のうち、形質人類学者によって
約 200体の人骨の分析が終了した。この結果、
被葬者の性や死亡年齢の確定、死亡原因の推
定、形態的な特徴の比較研究といった、個々
の人骨に関する基本的データを集積するこ
とができた。また、60体以上の人骨から臼歯
の一部と、コラーゲンが比較的残りやすい長
骨部の採取を行ってアルミホイルに封印し、
シリア政府文化財博物館当局の許可を得て
日本に持ち帰り、墓地が形成された絶対年代
や基本食性、小集団間の差異、婚姻関係など
を推定するために、年代測定とアイソトープ
分析を実施した。 
 
４．研究成果 
（１）ケルク新石器時代墓地の考古学的な研
究成果  

まず墓地の性格として、集落構成員による
家族ごとの共同墓地であったこと、墓地には
老若男女を問わず構成員すべてが埋葬され
たこと、墓地内の空間的配置から家族ないし

親族ごとに墓地内の埋葬空間を区分してい
た可能性が高いことなどが判明している。副
葬品については、性や年齢による顕著な差異
はみられず、その量・質的にも、また墓自体
の構造や規模の上でも大きな差異はなく、階
層的な社会は想定されないこと、ただし副葬
品の違いから男女によって従事する労働が
ある程度異なっていたと想定されること(例
えば男性が石器製作を、女性が織物づくりに
従事していた)、印章や装身具などは個人の持

ケルク新石器時代墓地の被葬者の構成員 



  

ち物であったことなどが判明している。一次
葬と二次葬（集骨葬・火葬）の被葬者の間に
も性などに大きな相違が認められないこと
なども分かってきた。火葬は肉体を直接火葬
したのではなく、一次葬をある程度時間をお
いたのちに集骨し火葬に付した焼骨葬とで
も言えること、その目的は白骨化の促進であ
ったことなども強く示唆された。 
（２）形質人類学的な研究成果 
 墓地出土人骨の基本構成の復元に大きく
貢献するとともに、ケルク土器新石器時代人
の社会として、幼児死亡率が高く、若い女性
の死亡例も多いこと、50 歳以上の老人が極め
て少ないことなど、小児と母親の健康状態が
劣悪な環境にあったこと、栄養不全や貧血な
どの病気が食物の不足や寄生虫の影響など
で引き起こされていた可能性が高いこと、男
女の人骨の中に暴行を受けた例のあること
などなど、当時の社会的状況を知るための貴
重なデータが得られている。 
（３）年代測定とアイソトープ分析 
 人骨そのものから 14C 年代測定を実施し、
墓地の特に下層の年代が紀元前 6400－6200
年前後を中心としていたことが判明した。ア
イソトープ分析では、窒素同位体/炭素同位体
比から基本食性が復元され、植物遺物や動物
骨から想定されていたように、ケルク新石器
時代人がコムギやマメ、ヒツジ/ヤギ・ブタ・
ウシなどの食料を基本としていたことが確
認された。また、墓地内の小集団ごとに少し
ずつ食性が変異していることも判明した。空
間的に認識できる小集団はおそらく家族の
墓所であったと想定されることから、当時の
共同体の中で、家族ごとにやや異なる食料を
食べていたと思われる。そのことは、家族間
で食糧上の差異があったばかりではなく、あ
る程度の貧富の差を反映していた可能性を
考えさせる資料となっている。ストロンチウ
ム同位体の分析では、墓地に埋葬されていた

人々のほとんどが、エル・ルージュ盆地出身
者であったことが推定された。僅かに小児 2
名が盆地外からこの集落に連れてこられた
可能性がある。 

（４）小結 
 ケルク新石器時代墓地の考古学的研究、形
質人類学的研究、アイソトープ分析による研
究は、紀元前 7 千年紀後半に営まれたケルク
新石器時代集落に居住していた人々の社会
のありようや精神生活などについて、多くの
ことを私たちに教えてくれた。そこで描ける
社会は、10ha にも達しようかという大型の
集落が営まれていたにもかかわらず、それほ
ど貧富の差異のない、階層化していない平等
的な社会の姿であるが、人々の栄養状態や安
全の状態については、かなり負の部分も認め
られた。すなわち高い小児死亡率や栄養失調、
暴力沙汰があった証拠などである。しかしな
がら、人々は死者を老若男女を問わず共同墓
地に丁寧に埋葬し、そこで死者供養の儀礼を
重ねていたことも確かである。二次葬や火葬
などの行為や一次葬時の供養の痕跡は、おそ
らく死者の魂を死霊から祖霊へと昇華させ
るために行われていた行為と推定される。そ
うした意味で、それまでの家屋内や家の中庭
で家族単位で行われていた葬送行為が、屋外
型の共同墓地で営まれるようになった経緯
は、死者の肉体（人骨）を現世の利益のため
に家族が使用する行為から死者が解放され
たことを反映したものと想定される。現代ま
でつながってくる屋外型共同墓地の出現は、
新石器時代の食糧生産社会の安定化という
背景のもとに、死者を生者から解放させる流
れの中で誕生しものと考えらえるのである。 
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